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新
世
代
の
た
め
の
月
間 

 

第
1031
回
例
会 

 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

 
 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 

2005
年
9
月
15
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

69
名 

 
 

 

出
席
計
算
数
 

64
名
中
50
名
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
率 

78
・
13
％ 

 
 
 
 
 

前
々
回
出
席
率 

98
・
46
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
」 

 
 

 
 
 
 
 
 

指
揮
者 

 

松
本 

哲
朗 

 

 
 
 
 

ピ
ア
ノ
演
奏 

 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

Ｒ
Ｉ
第
2760
地
区 

西
名
古
屋
分
区 

 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 
 

成
田 

洋
之
さ
ん 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
幹
事 

糸
井 

 

学
さ
ん 

  

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 
 
 

青
木 

信
樹
さ
ん 

名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ 

 

伊
藤 

 

敏
さ
ん 

  

目
録
贈
呈 

  

      

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。 

 
 

成
田 

洋
之
さ
ん 

糸
井 

学
さ
ん 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
。 

草
野 

勝
彦 

岡
部 

快
圓 

新
沼 

操 

杉
本 

英
夫 

渡
辺 

剛
男 

横
井 

衞 

敬
老
の
日
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
家
族
一
同
で
お
い
し
く
頂
き
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

山
田 

邦
彦 

小
林
さ
ん
あ
り
が
と
う
。 

尾
上 

昇 

大
須
シ
ン
ガ
ー
ス
第
一
回
練
習
を
行
い
ま

し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 

鬼
頭 

茂
成 

岡
田
さ
ん
、
近
藤
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

柴
岡 

正
将 

ゴ
ル
フ
例
会
不
参
加
で
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

岡
村 

隆
徳 

堀
江
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
浦 

令
淑 

岡
部
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
江 

英
弥 

五
四
年
目
の
創
業
記
念
日
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
和
俊 

九
月
十
一
日
に
娘
の
青
森
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
盛
況
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。
名
古
屋
で

も
成
功
し
ま
す
様
に
・
・
・
神
野 

邦
利 

今
月
誕
生
日
で
す
。 

 
 

伊
藤 

清
次 

結
婚
記
念
日
で
す
。 

 
 

近
藤
宏
一
郎 

い
つ
ま
で
も
暑
い
で
す
ね
。
木
村 

光
徳 

  

会
長
挨
拶 

 
 
 
 
 

草
野 
勝
彦 

  

こ
ん
に
ち
は
。 

  

今
日
は
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
で
す
。 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
七
六
〇
地
区
西
名

古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
成
田
さ
ん
、
ガ
バ 

ナ
ー
補
佐
幹
事
、
糸
井
学
さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
大
変
お
忙
し
い
折
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
例
会
の
始
ま
る
前
に
、
我
々

の
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
示

唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
会
の

運
営
に
役
立
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。 

  

成
田
先
生
は
、
名
古
屋
み
な
と
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
さ
れ
、
成
田
歯
科
の
院
長

さ
ん
で
す
。
後
程
、
卓
話
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
は
賃
料
の
話
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

  

最
近
は
、
経
済
が
少
し
上
向
き
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
不
況
の
折
は
、
賃
料
減
額
が
問

題
と
な
り
、
好
況
の
と
き
は
賃
料
の
増
額
が

問
題
と
な
り
ま
す
。 

  

イ
ン
フ
レ
が
進
行
し
て
い
ま
す
と
、
毎
年

賃
料
が
増
額
で
き
る
か
と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
す
が
、
二
～
三
年
に
一
度
位
し
か
値
上

げ
は
で
き
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
賃
料

の
減
額
に
つ
い
て
は
、
何
回
も
値
下
げ
し
て

欲
し
い
と
い
う
話
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

と
こ
ろ
で
、
賃
料
額
に
不
満
で
あ
り
ま
す

と
話
合
い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
で
き
ま

せ
ん
と
、
賃
料
の
減
額
の
調
停
の
申
立
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
話
合
い
が
つ

か
な
け
れ
ば
訴
訟
に
な
り
ま
す
。 

  

賃
料
は
、
賃
貸
借
契
約
締
結
当
時
の
賃
料

が
永
久
に
維
持
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

  

固
定
資
産
税
等
の
公
租
公
課
の
増
減
、
あ

る
い
は
経
済
情
勢
の
変
動
に
従
い
賃
料
を

増
減
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
実
質
的
に
賃
料

は
、
契
約
締
結
当
時
と
比
べ
不
相
当
に
な
り

ま
す
。 

  

借
主
に
と
っ
て
は
増
額
さ
れ
な
い
の
が
、

貸
主
に
と
っ
て
は
減
額
さ
れ
な
い
の
が
、
最

も
よ
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
経
済
情
勢
の
変

動
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
適
正
な
値
上
げ
・

値
下
げ
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
賃
料
の
増
減
に
応
ず
る
べ
き
で
あ

る
と
思
料
さ
れ
ま
す
。 

  

賃
料
が
適
正
か
否
か
は
、
裁
判
官
も
弁
護

士
も
簡
単
に
判
断
で
き
な
い
た
め
、
通
常
、

裁
判
所
は
賃
料
等
の
鑑
定
の
専
門
家
で
あ

る
不
動
産
鑑
定
士
に
鑑
定
を
命
じ
、
そ
の
鑑

定
の
結
果
を
資
料
と
し
て
、
賃
料
を
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  

貸
主
、
借
主
双
方
に
と
っ
て
、
賃
料
の
増

減
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
於
い
て
解
決
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
鑑
定
費
用
、
弁
護
士

費
用
等
の
費
用
、
訴
訟
に
要
す
る
時
間
等
を

要
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
話
合
い
に
よ

っ
て
解
決
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。 
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卓
話 

Ｒ
Ｉ
第
2760
地
区 

西
名
古
屋
分
区 

 
 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

成
田 

洋
之
さ
ん 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
10
月
3
日
の
公
式

訪
問
事
前
協
議
の
た
め
、
西
名
古
屋
分
区
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
と
し
て
、
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

            

所
属
は
名
古
屋
み
な
と
ク
ラ
ブ
の
成
田

洋
之
で
す
。
同
道
し
ま
し
た
の
は
補
佐
幹
事

の
糸
井
学
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

先
程
の
会
長
幹
事
懇
談
会
の
席
は
、
草
野

会
長
、
鬼
頭
幹
事
か
ら
ク
ラ
ブ
概
要
な
ど
い

ろ
い
ろ
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
い

う
よ
り
も
、
岡
部
Ｐ
Ｄ
Ｇ
の
立
ち
会
い
の
も

と
こ
ち
ら
が
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
適
性
試
験
を

受
け
に
来
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

と
ご
指
導
、
ご
示
唆
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
貴
ク
ラ
ブ
は

さ
す
が
ガ
バ
ナ
ー
を
輩
出
さ
れ
た
り
、
今
年

度
地
区
へ
の
出
向
も
５
人
と
多
く
、
又
委
員

会
構
成
も
標
準
ク
ラ
ブ
細
則
に
順
じ
て
お

り
綿
密
で
め
り
は
り
が
利
い
た
す
ば
ら
し

い
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
又
、
今
年
度
は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で

職
場
例
会
を
予
定
さ
れ
た
り
、
地
域
活
性
化

委
員
会
を
も
う
け
地
域
社
会
と
の
共
生
を

主
体
に
活
発
な
事
業
展
開
を
さ
れ
て
い
る

事
な
ど
大
変
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

以
下
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
て
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
重
要
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
の
み
記
述
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

最
初
の
と
こ
ろ
は
今
年
度
の
概
要
で
す
。 

 

今
年
の
Ｒ
Ｉ
ス
テ
ン
ハ
マ
ー
氏
で
す
。 

       

Ｒ
Ｉ
会
長
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
第
二
の
新

た
な
る
百
年
の
第
一
歩
」
と
い
う
事
で
「
超

我
の
奉
仕
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
強
調
事
項
は
①
識
字
率
向
上
・
教
育
②

水
保
全
③
継
続
性
④
会
員
増
強
等
で
す
。 

 

そ
し
て
今
年
度
の
Ｒ
Ｉ
会
長
賞
は
６
項

目
で
、
①
の
会
員
増
強
純
増
１
名
が
必
須
の

他
、
公
共
イ
メ
ー
ジ
と
４
大
奉
仕
の
５
項
目

の
中
か
ら
４
項
目
の
実
行
で
達
成
で
す
。 

 

次
に
２７６０
地
区
高
橋
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
は

①
超
我
の
奉
仕
の
具
体
化
②
会
員
増
強
と

退
会
防
止
③
愛
・
地
球
博
の
成
功
④
公
共
的

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
で
す
。 

 

又
、
補
佐
の
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
任
務
も
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
要
す
る
に
ガ
バ
ナ
ー
ご
指

導
の
も
と
、
各
ク
ラ
ブ
と
地
区
の
連
携
調
整

役
と
心
得
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
重
要
な
会
合
へ
の
参
加
で
す
が
、

中
で
も
例
会
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
、
地
区

大
会
等
は
全
員
の
参
加
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

尚
、
公
式
訪
問
は
10
月
3
日
（
月
）
名

古
屋
観
光
ホ
テ
ル
に
て
名
古
屋
中
、
名
古
屋

栄
の
三
ク
ラ
ブ
合
同
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

又
、
今
年
度
の
地
区
大
会
は
豊
田
西
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ホ
ス
ト
で
１０
月
２２
日
、

２３
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

財
団
か
ら
の
お
願
い
も
ご
ざ
い
ま
す
。
①

人
頭
分
担
金
の
値
上
げ 

３
年
間
限
定
の

２
年
目
で
す
。
②
年
次
寄
付
「
毎
年
あ
な
た

も
１
０
０
ド
ル
を
」
「Every 

Rotarian, 

Every Year

」
で
す
。
③
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ー

ド
の
作
成
で
す
。
オ
リ
エ
ン
ト
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
契
約
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
カ
ー

ド
は
会
費
無
料
で
特
典
は
１
万
枚
発
行
後

使
用
金
額
の
0.3
％
を
財
団
へ
。
で
す
。 

 
以
上
は
皆
様
方
の
ク
ラ
ブ
計
画
書
に
詳

し
く
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
か
ら
は
私
が
こ
れ
ま
で
ロ
ー
タ
リ
ー

に
関
し
て
学
ん
だ
中
で
、
基
本
で
あ
る
と
か
、

大
切
だ
と
思
っ
た
事
、
最
新
情
報
等
を
問
答

形
式
で
時
間
の
許
す
限
り
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

○
最
初
に
ロ
ー
タ
リ
ー
創
立
者
４
人
と
基

盤
を
創
っ
た
４
人
と
は
。 

 

ま
ず
ロ
ー
タ
リ
ー
の
創
立
者
４
人
と

は
：
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・

シ
ー
ル
、
ガ
ス
タ
ー
バ
ス
・
ロ
ア
、
ハ
イ
ラ

ム
・
シ
ョ
ー
レ
ー
。
で
す
。 

 

次
に

基
盤
を

創
っ
た

４
人
と

は
、
ポ

ー
ル
・

ハ
リ
ス
（
創
立
者
）
で
す
。
チ
ェ
ス
リ
ー
・

ペ
リ
ー
（
３２
年
間
Ｒ
Ｉ
の
事
務
総
長
を
務

め
、
定
款
、
細
則
等
の
組
織
基
盤
ハ
ー
ド
を

創
っ
た
人
）
で
す
。
ア
ー
チ
・
ク
ラ
ン
フ
（
ロ

ー
タ
リ
ー
財
団
の
財
政
基
盤
を
創
っ
た
人
）。

ア
ー
サ
ー
・
シ
ェ
ル
ド
ン
（
サ
ー
ビ
ス
の
理

念
、
奉
仕
の
心
、
職
業
倫
理
の
概
念
等
の
ソ

フ
ト
を
創
っ
た
人
）
で
す
。 

○
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
三
大
義
務
と
は
。 

 

①
例
会
出
席
（
ロ
ー
タ
リ
ー
の
創
立
当
初

か
ら
で
４
回
も
続
け
て
休
む
薄
情
な
人
に

は
真
の
友
情
は
な
い
。）
②
会
費
納
入
（
人

頭
分
担
金
が
毎
年
２
ド
ル
ず
つ
値
上
げ
さ

れ
て
い
ま
す
。）
③
雑
誌
の
購
読
（
全
員
購

読
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
購
」
の

方
は
確
か
で
す
が
「
読
」
の
方
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
積
ん
で
読
ん
だ
と
困
り
ま
す

が
。） 

○
奉
仕
に
関
し
て
は
。 

 

「
超
我
の
奉
仕
」
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
第
１

標
語
。
本
年
度
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。

原
型
は
１９１０
年
フ
ラ
ン
ク
・
コ
リ
ン
ズ
の

Service, Not Self

（
無
私
の
奉
仕
）
で

す
。
要
す
る
に
サ
ー
ビ
ス
第
１
、
自
己
第
２
、

見
返
り
を
求
め
ず
に
人
の
た
め
に
つ
く
す 

で
す
。
１９８８
年
規
定
審
議
会
で
第
１
標
語
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
最
も
よ
く
奉
仕
す
る
者
、
最
も
多
く
報

い
ら
れ
る
」
は
第
２
標
語
で
、
原
型
は
１９１０
年

ア
ー
サ
ー
・
シ
ェ
ル
ド
ン
が
唱
え
た
。
２００４
年

に
性
差
別
規
定
用
語
でHe 

がThey

に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
唯
、
日
本
の
提
案
で
ロ

ー
タ
リ
ー
に
と
っ
て
歴
史
的
に
重
要
な
声

明
や
文
章
は
そ
の
原
文
を
尊
重
す
る
案
も

出
さ
れHe

も
使
用
で
き
る
そ
う
で
す
。 

○
ク
ラ
ブ
奉
仕
と
親
睦
に
つ
い
て
は
。 

 

ク
ラ
ブ
奉
仕
が
「
ク
ラ
ブ
を
変
え
る
」。

ク
ラ
ブ
奉
仕
の
基
本
は
例
会
で
す
。
又
、
例

会
は
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の
本
質
で
す
。
例
会

は
会
員
相
互
の
友
情
と
親
睦
を
深
め
る
場

と
し
て
、
奉
仕
の
理
想
、
奉
仕
の
心
を
育
む

場
と
し
て
、
切
磋
琢
磨
の
自
己
研
鑽
に
励
む

修
練
の
場
と
し
て
最
も
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

よ
っ
て
例
会
の
運
営
に
当
た
る
者
は
、
ク

ラ
ブ
会
員
が
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
出
席

す
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
値
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
与
え
る
義
務
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
例
会

時
間
に
有
益
な
情
報
を
効
果
的
に
提
供
す

る
か
を
考
え
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
長
の
時
間
、
各
種
の
報
告
、
卓
話
そ
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
が
ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
の
質
を

高
め
、
参
加
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
る
内
容

で
あ
っ
て
こ
そ
、
例
会
参
加
の
意
義
が
満
た

さ
れ
る
。 

 

米
山
梅
吉
氏
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
例
会
は

人
生
の
道
場
」
と
語
っ
て
い
る
し
、
ア
メ
リ

カ
の
レ
ー
ク
ブ
ラ
シ
ッ
ド
・
ク
ラ
ブ
の
入
り

口
に
は
「
入
り
て
学
び
、
出
で
て
奉
仕
せ
よ
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
例
会
で
高
め
ら
れ
た

奉
仕
の
心
を
持
っ
て
、
職
場
、
社
会
に
帰
り
、

奉
仕
活
動
を
実
践
す
る
。
こ
れ
が
理
想
と
さ
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れ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
イ
フ
で
す
。 

 

次
に
親
睦
で
す
が
広
辞
苑
は
親
し
く
仲

良
く
な
る
事
と
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。
ロ
ー

タ
リ
ー
で
言
う
親
睦
と
は
違
い
ま
す
。
例
会

の
場
で
、
自
己
研
鑽
、
人
間
性
を
向
上
さ
せ

る
一
連
の
活
動
の
こ
と
を
純
粋
親
睦
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
飲
み
に
行
っ
た
り
、
ゴ
ル
フ

等
に
付
き
合
う
こ
と
は
親
睦
活
動
に
参
加

す
る
と
い
う
事
で
す
。 

 

ま
と
め
ま
す
と
、
例
会
出
席
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
、
事
業
上
の
貴
重

な
時
間
を
割
く
デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
大
き

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
言
う
こ
と
で
す
。 

○
職
業
奉
仕
に
関
し
て
は
。 

 

職
業
奉
仕
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
原
点
、
根
幹

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
奉
仕
団
体
と
大

き
く
異
な
る
点
が
職
業
奉
仕
で
す
。
理
念
は

１９１０
年
ア
ー
サ
ー
・
シ
ェ
ル
ド
ン
が
提
唱
し

たHe Profits most who serves best

で
す
。
こ
の
奉
仕
理
念
を
正
し
く
理
解
し
、

例
会
で
奉
仕
の
心
を
育
み
、
自
分
の
職
業
の

質
、
道
徳
性
を
高
め
て
自
己
の
天
職
た
る
職

業
を
通
じ
て
社
会
に
個
人
的
（I Serve

）

に
奉
仕
す
る
。 

具
体
的
行
動
指
針
は
ハ
ー
バ
ー
ド
・
テ
ー
ラ

ー
が
１９３２
年
提
唱
し
た
四
つ
の
テ
ス
ト
で
す
。 

○
会
員
増
強
と
退
会
防
止
に
関
し
て
で
は
。 

 

８
月
は
会
員
増
強
・
拡
大
月
間
で
す
。
今

年
度
の
地
区
会
員
増
強
委
員
長
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
会
員
増
強
の
柱
と
は
①
若

い
人
々
へ
の
呼
び
か
け
②
女
性
会
員
へ
の

働
き
か
け
。
退
会
防
止
と
し
て
は
①
現
会
員

の
再
教
育
・
指
導
②
楽
し
い
ク
ラ
ブ
計
画
の

必
要
③
子
ク
ラ
ブ
の
拡
大
と
な
っ
て
い
ま

す
。 要

す
る
に
「
質
を
重
視
す
れ
ば
数
は
お
の

ず
と
つ
い
て
く
る
」
２
０
０
２
年
度
ビ
チ
ャ

イ
・
ラ
タ
ク
ル
Ｒ
Ｉ
会
長
の
言
葉
が
印
象
的

で
す
。 

○
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
概
要
は
。 

 

使
命
：
地
域
レ
ベ
ル
、
全
国
レ
ベ
ル
、
国

際
レ
ベ
ル
の
人
道
的
、
教
育
的
、
文
化
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
綱
領

と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
使
命
を
遂
行
し
、
か
つ
世

界
平
和
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
の
努
力
を
支
援
す
る
こ
と
。（
2000
年

2
月
改
訂
） 

寄
付
：
①
年
次
寄
付 

毎
年
続
け
ら
れ
、
３

年
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
使
用
「
毎
年
あ
な
た

も
100
ド
ル
を
」「Every Rotarian, Every 

Year

」
②
恒
久
基
金 

ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー

(1000

ド
ル)

、
大
口
寄
付
者(10,000

ド
ル

以
上)

使
途
指
定
寄
付 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
①
人
道
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

( 

地
区
補
助
金
、
マ
ッ
チ
ン
グ
グ
ラ
ン
ド

等)

②
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ
ム( 

国
際
親
善
奨

学
金
、GSE

、
財
団
学
友
等)

③
ポ
リ
オ
プ
ラ

ス( 

2005
年
７
月
５
日
で
12
カ
国
、
649
件

の
症
例 ) 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
は
複
雑
多
岐
に
渡
っ
て

い
ま
す
が
ポ
リ
オ
・
プ
ラ
ス
等
、
全
世
界
や

地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

○
参
考
文
献
と
資
料
。 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
原
論 

 
 
 
 

（
RI
第
2680
地
区 

PG
田
中
毅
） 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
源
流 

 
 
 
 

（
RI
第
2680
地
区 

PG
田
中
毅
） 

 

Ｒ
Ｉ
現
況
報
告 

 
 
 
 

（
RI
第
2590
地
区 

PG
上
野
孝
） 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
情
報
マ
ニ
ュ
ア
ル 

 

（
RI
第
2650
地
区 

ロ
ー
タ
リ
ー
情
報 

 
 
 
 
 
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
編
集
委
員
会
） 

 

以
上
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
卓
話
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

《
今
週
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
》 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田 

憲
一 

☆
非
常
に
若
い
時
に
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
に

な
ら
れ
ま
し
た
が
、
プ
ラ
ス
の
面
と
マ
イ
ナ

ス
の
面
と
教
え
て
下
さ
い
。(

マ
イ
ナ
ス
面

は
お
っ
し
ゃ
り
に
く
い
と
は
思
い
ま
す
が

あ
え
て
・
・
・) 

「
私
自

身
の
将

来
の
ラ

イ
フ
ス

タ
イ
ル

確
立
へ

の
勉
強

が
出
来

る
。
か

つ
綺
麗
な
年
の
と
り
方
、
又
は
そ
の
反

対
？
？
」 

☆
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
お
仕
事
は

主
に
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

具
体
的
に
お
願
い
し
ま
す
。 

「
企
業
・
個
人
の
お
客
様
の
現
状
と
将
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
検
証
・
分
析
し
、
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
保
障
プ
ラ
ン
を
ご
提
案

す
る
事
。
一
番
大
切
な
仕
事
は
万
一
の
時
、

本
来
の
目
的
が
、
達
成
さ
れ
る
よ
う
保
険
金

を
お
届
け
す
る
事
。
そ
の
た
め
に
変
化
し
続

け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社
会
制
度
な
ど

に
す
ば
や
く
対
応
し
、
日
々
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
を
続
け
て
い
く
事
。」 

☆
生
き
て
て
よ
か
っ
た
と
思
う
時
間
は
？ 

「
明
る
く
気
立
て
の
良
い
妻
と
現
在
９
ヶ

月
の
恒
基(

子
供)

と
遊
ん
で
い
る
時
と
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
お
客
様
の
お
役

に
立
て
た
時
。」 

  

第
1032
回
例
会 

 
 
 

於 

愛
知
万
博 

ロ
ー
タ
リ
ー
館 

 

2005
年
9
月
22
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

69
名 

 
 

 

出
席
計
算
数 

69
名
中
69
名
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
率 

100
％ 

 
 
 
 
 

前
々
回
出
席
率 

95
・
38
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

 
 

 
 
 
 
 
 

指
揮
者 

 

松
本 

哲
朗 

 

 
 
 
 

 

ゲ
ス
ト 

ロ
ー
タ
リ
ー
館 

 

 
 
 
 
 
 

館
長 

豊
島 

徳
三
さ
ん 

青
少
年
交
換
学
生 

ク
リ
ス
テ
ィ
ナ 

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
さ
ん 

 

ビ
ジ
タ
ー 

岡
部 

快
圓
さ
ん
の
ゲ
ス
ト 

元
Ｒ
Ｉ
理
事 

板
橋 

敏
雄
様
ご
夫
妻 

ラ
タ
ク
ル
会
の
皆
様
46
名 

吉
田 

隆
彦
さ
ん
の
奥
様 

藤
田 

澈
さ
ん
の
奥
様 

住
田 
正
夫
さ
ん
の
奥
様 

桐
山 

寿
浩
さ
ん
の
奥
様 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

す
ば
ら
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
会
場
万
歳
！ 

 

板
橋 

敏
雄
さ
ん
（
足
利
東
Ｒ
Ｃ
） 

岡
部
さ
ん
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

井
上 

暎
夫
さ
ん
（
千
里
Ｒ
Ｃ
） 

ラ
タ
ク
ル
会
と
し
て
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
し
ま

し
た
。
岡
部
さ
ん
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

片
岡 

信
彦
さ
ん
（
土
浦
南
Ｒ
Ｃ
） 

初
め
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
宜
し
く 

 

三
村 

昭
平
さ
ん
（
松
本
東
Ｒ
Ｃ
） 

 

佐
野 

 

孝
さ
ん
（
白
根
Ｒ
Ｃ
） 

 

隅
田 

達
男
さ
ん
（
伊
万
里
Ｒ
Ｃ
） 

 

前
川 

昭
一
さ
ん
（
東
京
豊
島
東
Ｒ
Ｃ
） 

 

松
崎 

勝
一
さ
ん
（
東
京
駒
場
Ｒ
Ｃ
） 

 

阿
久
津 

肇
さ
ん
（
福
島
Ｒ
Ｃ
） 

 

川
妻 

二
郎
さ
ん
（
広
島
南
Ｒ
Ｃ
） 

 

大
柳 

繁
造
さ
ん
（
青
森
Ｒ
Ｃ
） 

 

高
本 

精
之
さ
ん
（
小
倉
東
Ｒ
Ｃ
） 

 

小
島 

 

哲
さ
ん
（
泉
大
津
Ｒ
Ｃ
） 

ラ
タ
ク
ル
会
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

 

関
口 

博
正
さ
ん
（
杉
戸
Ｒ
Ｃ
） 

ラ
タ
ク
ル
会
の
皆
さ
ん
へ
、
あ
れ
か
ら
１
年

が
お
陰
様
で
無
事
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

菊
池 

宏
尚
・
和
江
さ
ん
（
岩
谷
堂
Ｒ
Ｃ
） 

ラ
タ
ク
ル
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

津
田 

達
男
さ
ん
（
砺
波
Ｒ
Ｃ
） 

ラ
タ
ク
ル
会
で
大
須
Ｒ
Ｃ
に
お
世
話
に
な

り
ま
す
。 

 

服
部 

芳
樹
さ
ん
（
岐
阜
Ｒ
Ｃ
） 
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ラ
タ
ク
ル
会
の
皆
様
、
大
須
Ｒ
Ｃ
へ
、
よ
う

こ
そ
。 

鈴
木 

洋 
堀
江 

英
弥 

吉
田 

明
夫 

吉
田 

隆
彦 

渡
辺 
観
永 

藤
田 

澈 

丹
下 

信
義 

杉
本 
英
夫 

佐
藤 

彰 

渡
辺 

剛
男 

岡
部 

快
圓 
新
沼 

操 

ラ
タ
ク
ル
会
の
皆
様
、
愛
知
万
博
へ
、
よ
う

こ
そ
。 

 

草
野 

勝
彦 

鬼
頭 
茂
成 

ロ
ー
タ
リ
ー
館
館
長
豊
島 

徳
三
さ
ん
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

中
根 

了
晟 

近
藤
宏
一
郎 

酒
井 

修 

伊
藤 

与
則 

湯
山 

淳
三 

横
内 

恭 

万
博
ロ
ー
タ
リ
ー
歩
き
疲
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
近 

健
也 

  

会
長
挨
拶 

 
 
 
 
 

草
野 

勝
彦 

  

こ
ん
に
ち
は
。 

  

今
日
、
入
場
無
事
に
で
き
る
の
か
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
ラ
タ
ク
ル
会
の
皆
様
及
び

会
員
皆
さ
ん
の
心
掛
け
の
お
陰
で
無
事
会

場
に
入
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
安
心
し
ま
し
た
。

万
博
の
入
場
者
数
は
、
当
初
入
場
目
標
一
五

〇
〇
万
人
を
超
え
て
二
二
〇
〇
万
人
に
迫

る
勢
い
で
す
。 

  

今
日
は
、
ラ
タ
ク
ル
会
の
元
Ｒ
Ｉ
理
事
の

板
橋
敏
夫
さ
ま
ご
夫
婦
外
約
五
〇
名
の
ゲ

ス
ト
の
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

  

よ
う
こ
そ
万
博
に
、
よ
う
こ
そ
大
須
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

  

ラ
タ
ク
ル
会
と
い
い
ま
す
の
は
、
二
〇
〇

二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
、
岡
部
さ

ん
が
二
七
六
〇
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
と
き
の

同
期
の
ガ
バ
ナ
ー
の
方
々
の
集
り
で
す
。 

  

ラ
タ
ク
ル
会
と
命
名
さ
れ
た
の
は
、
そ
の

当
時
の
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
三
年
度
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
の
会
長
が
、
タ
イ
の
ビ
チ
ャ

イ
・
ラ
タ
ク
ル
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ど

う
ぞ
、
万
博
と
例
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

今
日
、
岡
山
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

バ
ナ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
の
バ
ナ
ー
は
用

意
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
後
程

お
贈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

今
日
の
卓
話
は
、
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
の
豊

島
ロ
ー
タ
リ
ー
館
館
長
さ
ん
の
卓
話
で
す
。

万
博
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
お

話
が
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

私
の
法
律
の
お
話
は
味
気
な
く
、
豊
島
ロ

ー
タ
リ
ー
館
館
長
さ
ん
の
お
話
に
水
を
差

す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
中
止
と
い
た
し
ま
す 

  

卓
話 

「
ロ
ー
タ
リ
ー
と
愛
知
万
博
」 

 
 
 

ロ
ー
タ
リ
ー
館 

 

 
 
 
 
 
 

館
長 

豊
島 

徳
三
さ
ん 

         

                                  

                                  

                          

次
回
例
会
の
ご
案
内 

第
1034
回
例
会 

10
月
6
日
（
木
） 

 
 

例
会
変
更 

10
月
3
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